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図版127 器石土出
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臨版131 器石土出
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関販133 器石土出



図版134 器石土出



図版135 器石土出



図版136 器石土出



図版137 器石土出
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図版139 i量情外出土石55
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台 B遺跡
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第 lf!J 温跡同辺のi由形
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遺跡の概観

台 B ら大曲方向に約 600m 南下すると上北子字寺村に通る道路

がjヒに走る。 遺跡はその道路のrHfslUに張り出したノト舌状台地にある。

調査経過

台 B遺跡も含めた中北千J也i白土、 これまで分布調在は実施していたが範閤確認調査は行われてし、

なかった。今次調在では確認調査を兼ねて、 A[)(カミらG I)(~ までトレンチによる調査を行い、遺構の

確認と共に拡張することにした。その結果A ・ 8 ・巳 ~G[)(では少量の遺物の出土が認められたが

j立構の検出Iはなカミった。 D r)(~は全く造物は認められなカミった。 CI;Zは東丙市北にトレンチを多数設

定し調査した結果丙側の狭小な台地から縄文時代中期末葉大木10式期の時穴住屑跡 l軒、 1:)11¥ 5 1主

が険出された。 この CI;Zが台 B遺跡である。

遺構と漬物

住居跡 f第 2悶)

八
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第 2図 C区 1号住居跡
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c [~~ír[li @~ 1i在認卜レンチで検出さJlた。

プランは長市1113.6m短IjI11J3.4mの楕円形を主主するの確認出カ￥らの深さは12cm ぼljI;If'(に立

ち上がる。南側にゆるく傾斜しており市壁は非常に浅L、。ヒットは13個検出されており、主位穴は

対角線に正ぶ深さ10cm以上の 4本である。炉は南側に位置しており、土器堀設部、掘り jふみ庁[)から

なる。複式!炉で‘ある。土器埋設部の埋設土器は抜き取られて無い。周辺は火熱を受け赤変している。

床面は平担であるが軟弱である。

出土遺物(第 5図 1~ 3) 

石器 1は磨;製石斧であるが刃部は欠損してし、る。 2は削号:.i.3 はfÆ~:'~ と尽i、われる。

弘

1 i} L拡

第 111"I!.U柑色 L
第 21r'I 11百褐色十
第 31fI 黄色 L
第41(") J]li位j色村i1111-
第5I同相色1--
t['S6Ir') 11日褐色 L、1'1色料il-混入
第 7)1"1以色 L
第8N'I ，1，1.{出色 1:、 l'I~:Wí!--出入
m 9 1(') ilir'1色料i!-

4 ~J+:lJよ

3 IJ-j-jJよ

入

序

i

t

φ

j

事

七

口

ド

i

l

j

l

i

a
i
-
-
1
1けしし・
2
1
L斤
4

L
Hト
色
色
上
山
色
刷
ト
色
刷

色
市
色
柑
柑
色
山
川
間
前
色
r
什
色

褐
ぺ
出
品
川
一
山
山
市
一
約
一
切
制
約
一
約
一

!

:

s

t

g

・-
1
e

・g-
'
g
E
'
s
t
B
E
t
a
-
-
1
1
1
1
1
1

層

z

い
L
L川
炉
か
い
川
ヤ
炉
炉
い
什

1
2
3
4
5
6
7
8
9
叩
日

第

部

知

加

知

第

第

第

第

第

第

。

一

口

0

4
.

，Ab
 

12 

6 

人

人

2
0レト】

2ι
レ
L

引

ι

羽
仕

f

f

人

し

'

L

L

'

l

!

いい

市
卜
中
干
川
社

ム

人

ト

ト

人

一

副

粘

色

出

口

上

色

相

ト

色

色

什

、

色

山
川
品
川
以
卜
川
一
一
…

T
i也

、
、
、
げ
lJ

色
色
色
色
色
色

脳
出
仰
向
福
山
山
間

以
前
九
開
山
川
由
民

7
8
9
叩
日
ロ

加
部
部
第
第
第

人lヒ
n
d

ル
〆
1
4

ψ
京
r
i

人
ム
出
一
/
j

ロ

中
京
r
lム
物
一
火
口
山
以
、
、
上
十
一
色
色
し
し
色

色
色
組
出
色
相

以
福
山
一
一
…
開
制
附

唱

i

ワ
μ

司
U
A
U
A

に
リ
ハ

b

館
第
第
部
第
知

知 1I付制色 1--
第 2)1") 出位和li111 
第 311") !日出色 1--
第4)1") 11日制色 1--、 J*I'I~品li 1-_出入
第 5k") 出色人以l'I~*，lil'l I-_出入
tH 6 Jr・4-i15;性J~Wi1'I 1-
部711") !.IJ色 L、以1'1色村iUle人
If~ 8 I付制色 1--、以l'l~wml-)U人
出91¥") J)i~*，li 1 。

m
 

第 3関土 t広

286 



混一覧表

番 τ1二ヨ3 
規 模 (cm)

平面形 断面形 出土遺物 備 考
長 車由 矩 車出 J一受巴 さ

1号土りよ 90 84 円 背5 袋 状 第 3図

2号土りよ 104 62 円 背2 ビーカー状 ノノ

3号土i広 74 62 円 背三 袋 状 11 

4号土拡 88 88 円 背5 フラスコ状 /ノ

5 号土lJ1~ 70 円 背2 第2国

遺構外出土遺物

土器(第 4図)

1~6 ・ 8 は沈帝京 [:'{I日 Jj の伊~yr1jし'lffによってi曲線!切な文様を施している。 7・9は沈帝京iベlihjの麿消

L 帯で文様を施し、 iベIfhjI什に円形'WJづき文を施してL、る。 以上の 1-_加は)¥:.木10式!切に{立買っけられる

ものである。

石器 f第 5図 4~ 7) 

4は小形の無茎石簸で頁岩製である。 5~主磨製石斧、 6 ・ 7 は石ベラ状石器である。刃部は両面

剥離である。

~-~~掛時輯FF 

7 

第4図遺構外出土土器
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第5図 遺構内・外出土石器

まとめ

中北子地!メ:はAIベカ￥ lうG I)(~ までトレンチとクリッ卜を併用しての範1)11確認調査を兼ねながらの調

査となった。結果的に泣備が検出されたのは台 B，i立跡としたCL-< だけである。台 Bj立跡ではj立物、

遺構の良好な広が i) はみられず、結局竪穴住居跡 1 肝と数基のす二 J7L~ だけであった。

住居は複式炉をもつが土rf~14立士号誌の抜き取り痕跡があ 1) 、上IRrt!Z土問はな L 、。!よ 1m ヵ、ら1=1=\+-_した-1: 'rれ

から縄文u寺代中期末葉大木10式ltJjのものであり、台 Bj泣立助跡i(は主紺文1I時i時寺代l一j判i

本j造註跡の!巾臼有-餌仰側Ijには組文時代仁中ドj期自出J末葉のT有号討iA，i泣立跡、 中期j末葉、 晩期jの地方j立跡がある。 台 Bj立跡、に

ついても、これらの泣跡との関連が考えられる。

-288 
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C区 過備検出状況

C区住居跡
図版2
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